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トに書き留めるのを待っている
のである。そして大半が書き終
えた頃合いを見てさらに次を読
み上げるという具合であった。
イエローノートと言う言葉が
あったがまさにそのものであっ
た。当時「双方向的授業」など
という用語さえ知らない筆者
は、「ああ、これが有名な先生
の授業なのだ」くらいにとらえ
ていた。多くの「○○概説」と
いう講義もそうであった。先生
が話し、時には板書することを
ノートするのである。著書を読
めばとてもわかりやすく書いて
あるのに、話を聞くと理解しず
らいという訥弁の若き先生もい
た（この先生は今では西洋近代
史研究の第一人者である）。
　ここで感じたのは、研究者と
して一流であることと、教育者
として優れていることとは比例
しないということであった。た
だ当時の日本の大学においてこ
れは問題とはならなかった。あ
くまでも研究者としての力量を
教員選考の基準としていたので
あろう。また学生もユニバーサ
ル時代を迎える以前の学生で
あったからこういう授業に耐え
得たのだと思う。筆者が進んだ
大学院においても、「○○講
義」という授業は担当教員の学
説を聞き、それをノートすると
いう形式であった。ただし大学
と異なっていたのは、自由な質
疑応答が交わされたこと。また

教育の原点とは？
　

　教養部長　平子　玲子

ＦＤ華やかな時代に
　本学の『教育ＧＰニューズレ
ター』Vol.6によれば、Faculty 
Development が成立してほぼ50
年とのことである。1960年代か
ら1970年代にかけてアメリカで
始まったこの動きは世界へと広
がり、社会の変化・社会的な
ニーズに対応して今や日本の大
学を席巻している。本学は文部
科学省の「質の高い大学教育推
進プログラム（教育ＧＰ）」に
選定されて、平成20年～22年の3
年間にわたって全学的な取り組
みが行われ、現在新しいフェー
ズを迎えている。

筆者の大学時代
　筆者はちょうどアメリカで
Faculty Developmentが始まった
時期に高校・大学時代を送っ
た。ある私大の文学部史学科に
入学したが、そのころの授業は
講義形式が全盛であった。有名
な日本中世史研究の権威が非常
勤講師で出講していた。その先
生の講義は、先生がノートの一
節を読み上げ、受講生は一字一
句をもらさずノートするという
ものであった。したがって先生
は読み上げてから受講生がノー

２０１2年
3月発行
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学ぶとは誠実を胸にきざむこと
彼らはなおも苦難のなかで
その大学をふたたび開いた
フランスのまんなかクレルモンに

（傍点は引用者）
（後略）

　三連目の冒頭の二行には教育
にたずさわる者が胸に刻むべき
初心があると思う。教育とは高
みに立って行うのではなく学生
と同じ目線で彼らに語りかける
こと。同時に彼らから学ぶ謙虚
な姿勢を忘れてはならないとい
うことと筆者は解釈している。
　もう一つは『どぶ川学級』
（須永茂夫）。複雑な背景は省
略するが、いわゆる貧困な教育
環境のなかで、劣等生として学
級で白眼視されている工場労働
者の子供（中学生）たちを相手
に奮闘する、大学中退のにわか
仕立ての塾教師の記録である。
塾の名前が「どぶ川学級」であ
る。ここでは教える・習うとい
う行為そのものが最初は成立し
ない。それを成立させるものは
生徒の教師への信頼であるから
だ。また生徒も親が行けという
から来ているものの勉学意欲を
持っていない。このようなス
タート地点での両者の齟齬。こ
れを教師須永は生徒と接するこ
とで一つ一つ解きほぐしてい
く。このとき叫んだある生徒の
ことば、「俺なんか学校にいっ
ても、ただ黙って六時間も机に
座っているだけだよ。ちょっと
隣の奴と話をすると、うるさ
い！騒ぐならでていけと先公は
いうだろう。勉強もわからない
で一日中座っている苦労がわか
る？」。こうしたホンネのぶつ
かり合いのなかから、「学びた
い。勉強がわかるようになりた

ゼミナールにおいては忌憚のな
い自由な議論が保障されていた
ことであった。学問の世界で切
磋琢磨するということを実感し
たのはこの院生時代であった。

心に残る二冊の本
　まさか自身が大学の教員にな
ろうとは思っていなかったが、
学生時代に読み、今も心に残る
二冊の本がある。そこには教育
にたずさわるものの原点が示さ
れているのではないかと思うの
で簡単に紹介させていただく。
　一つはフランスの詩人ルイ・
アラゴンの詩集『フランスの起
床ラッパ』（大島博光訳編）。
筆者の手元にあるのは奥付に
1964年、第3刷とあるから学生時
代に早稲田界隈の古本屋で購入
したものと推測する。このなか
の「ストラスブール大学の歌」
を筆者はこよなく愛している。
ストラスブールは独仏国境に近
い町、1940年フランス政府がナ
チスドイツに降伏すると、スト
ラスブールはいちはやくナチの
軍隊に侵略され、大学は奪わ
れ、学生たちはリュックサック
を背負って、フランスのまんな
か、クレルモンの町に疎開して
そこにふたたび大学をひらい
た。この殉難の大学に対してア
ラゴンが送った励ましのエール
がこの詩であった。

ストラスブール大学の歌
（一連目略）

学生たちは別れを告げて逃れ出た
アルザスの空翔ぶ鵠鶴と
おまえの薔薇形窓の思いでを
いっぱいつめた背負袋を肩に
大急ぎで　時を争い

教えるとは　希望を語ること

い」という意欲を引き出してい
く。そこではじめて学習の場が
成立していくのである。意欲を
持った中学生たちの成績の伸び
はめざましかった。そして成績
向上という成果以上に、努力す
る姿勢に須永はすばらしさを発
見している。
　ここで学習の場を成立させた
のは信頼関係に立った教師と生
徒の切り結びである。ここにあ
るのは双方向的な授業である。
生徒の声に耳を傾け誠実にそれ
にこたえようとする教師の姿勢
である。これはいかなる場にあ
ろうとも教育という実践に不可
欠なものを示していると思う。

教師が喜びを感じるとき
　自身の大学での授業実践が十
分なものとはつゆいささかも思
わない。ただ筆者が授業をして
いて喜びを感じるときはどうい
う時なのかを考えてみた。結論
を先にいえば、受講する学生と
の切り結びを感じるときであ
る。具体例を示した方がわかり
やすいと思うので、昨年度後期
の「歴史学Ⅱ」について記す。
日本の近代から現代の流れの中
で、女性と男性の置かれた位置
を比較しながら歴史を学ぶ。権
利・教育・民法・刑法・平時・
戦時など、さまざまな局面から
考察する。
　毎回講義内容についての疑
問・質問と感想を書いてもら
い、次回の授業で質問・疑問に
答え、感想のいくつかを紹介し
ている。最終回には半年間授業
を受けた感想を書いてもらって
いる。今年度の最終回の感想を
いくつか紹介する。
・日本の歴史における男女差別
が激しく、女性が不遇な立場に

・・・・・　・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・



2011年度FDフォーラム開催される

全学教務FD委員会・WG4  谷川　健

　2010年度までは、2008年度に採択された教育GPの
一環としてFDフォーラムを開催してきました。本年
度は本格的な運用を開始した本学のICTを利用した
FD活動元年として、2012年3月2日13時から17時に本
学211教室で、FDフォーラムを開催することができ
ました。2011年度のFDフォーラムは、「教職員と学
生の協働で変える大学の未来」をテーマとして、2
部構成で実施されました。第1部では、北海道大学
教授の鈴木誠先生による「やる気のない学生に何が

必要か －意欲を引き出す授業デザイン－」と題する
講演、第2部として、学生の活動報告を含めた本学
のFD活動の報告がなされました。
　本学の近藤事務局長の司会のもと、本学学長の長
谷川先生の開会挨拶の後、第1部の北海道大学の鈴
木誠先生から「やる気のない学生に何が必要か －意
欲を引き出す授業デザイン－」についての講演があ
りました。鈴木先生は、民間企業を経験された後、
中学の教員、高校の教員、大学の教員と豊富な教育
経験をお持ちです。これらの経験を通じて、学生に
どのように自信を持たせて意欲を持たせるかに関す
る豊富な知見を得られました。それまでに自信を無
くし知識なども乏しい学生に対して生物を教えるの
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思っていたが、昔の女性が想像
以上に差別され、多少は解消さ
れたとはいえ、現在にも根強く
残っていると知り、私たちの世
代がこの問題を解決するために
動かなければならないと感じた
（3年男子）。
・この授業からまだ知るべき日
本の歴史があるのではないかと
思いました（3年男子）。
・もっと深く知りたいことがた
くさんあったので、そこは自分
自身で調べていきたいと思いま
した。後はテストを頑張ります
（3年男子）。

置かれていたことを知り、また
現在でも日本は世界的に見て男
女差別が強い国であることが印
象に残り、おどろきました。こ
れから生きていく上で、もっと
男女平等について考えていきた
いと思いました（3年男子）。
・この講義を受けなければ過
去・女性がどんなに苦しんでい
たか知ることはできなかったと
思います。自分から歴史につい
て調べてみようという気になり
ました（3年女子）。
・授業を受ける前は男女間の差
は現在ほとんど残っていないと

　授業への注文として、「日
本ってよい国だなと思える事件
はなかったのでしょうか（3年男
子）」「もう少し書かせる授業
をしたらいいかもしれない（3年
男子）」という感想もあった。
　このように学生が歴史を学ぶ
ことにより、現在をとらえかえ
そうという意識を持つこと。自
ら知りたい・調べたいと思うこ
と。そのようなきっかけを与え
ることができたと感じたとき、
ささやかな喜びを感じるのであ
る。

（2012.3.11記）

長谷川学長の開会挨拶



に、教授方法を再構成することから初めて、教科書
どおりではない教え方で、ほんものとの直接体験を
徹底し、生徒を授業の主役に引きずり出さす方法
で、商業高校における生物の授業で、学生のやる気
を引き出すことに成功した事例が紹介されました。
やる気（意欲）にはいろいろな形態があり、目に見
える形で意欲を表現できるもの、やりたいという気
持ちはあるが意欲が表面に現れにくいもの、意欲が
あるができないことを他のせいにするものなどで
す。この意欲と関連した重要な能力が自己効力
（Self-Efficacy）です。自己効力とは、「学習場面に
直面したとき、その課題を自分の知識や技能などに
よってうまく処理できるか否かという、学習への能
力についての自信や信念（私にもできるかもしれな
いと思える）」のことです。自己効力を構成するも
のとして、自己をコントロールする力（統制感）、
努力・能力・教師の存在、自己評価・自己制御、周
囲の期待・教える役割、適切な勉強の仕方などがあ
ります。自己効力を養うためには、教員が明確にそ
の意図をもった授業をデザインし、学生を常に観察
することが大事です。特に、目標を明確にする、適
切な授業形態を選ぶ、教材の準備、評定ではない評
価が重要です。目標は、一般目標（科目の理念・狙
い・育成したい資質）、到達目標１（科目で獲得で
きる（すべき）知識や態度・スキル）、到達目標２
（コマごとのより具体的な到達目標）を設定し、コ
マごとの到達目標はより具体的に示すことが、学生
の自己評価・自己制御を促すことになります。授業
形態は、学生がより主体的に学べるように、グルー
プ学習、体験学習（討論、調査、実験、自習）を積
極的に取り入れると良いようです。この講演を通じ
て、学生に「私もできるかもしれない」と思わせる

ためには、教員が本気でそうなることを信じて、教
材や授業形態などにそのための仕組み（工夫）を取
り入れ、学生が何をすべきかを明確にし、常に学生
を観察しほめることが大事だと思いました。今後ま
すます、自信を無くした学生にどのように自信を取
り戻させるかが重要になります。鈴木先生の紹介さ
れた「やる気」を持たせる工夫は、3×6は16という
レベルの高校生から北海道大学の1年生まで幅広い
層を対象にして成功しており、本学でも大いに参考
になると思われます。本学の学生のレベルをうんぬ
んするまえに、この講演で指摘された内容を思い出
して、やる気を起こさせるための授業に取り組んで
みようではないでしょうか。
　第2部は、FD活動の報告がなされました。最初に
全学教務・FD委員会の委員長で副学長の冨士先生か
ら、FD活動の概要が報告されました。藤井先生から
は、WG1の活動として授業評価アンケート、表彰制
度などについて報告があり、授業評価アンケートの
自己分析についてはより入力しやすく工夫したとの
ことでした。向原先生から、WG2の主たる活動であ
るピアレビューが定着し、授業観察から授業参加へ
の新たな流れができつつあることが報告されまし
た。WG3の豊田先生から、GPAが2011年度から本格
的に導入され、教員間のGPAの格差、学生への周知
徹底などの課題とその対策が報告され、より踏み込
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鈴木誠先生の講演⑴ 鈴木誠先生の講演⑵



んだ利用には制度的な整備や効果の見極めが重要で
あることが指摘されました。谷川先生からは、ICT
関連の研修会、授業におけるICT利用の状況、
PDCAのActionを支える5分でわかるFD研修などの
コンテンツ作成などに関するWG4の報告がありまし
た。サイモン先生からは、WG5の活動として2回目
の研修を北海道情報技術研究所で開催し工夫をこら
した新任教員研修の紹介があり、2012年度は国際FD
フォーラムの開催を予定しているとのことでした。
冨士先生からは、WG8が主導したカリキュラムアド
バイザリーボードの紹介があり、この中で本学の卒
業論文をボードのメンバーの方にレビューしていた
だき、その結果卒業論文の指導を徹底する必要があ
ることがわかり、「卒業論文の書き方」作成WGを
立ち上げたことの報告がありました。出張で不在の
隼田先生にかわり尾崎先生から、今年度途中から活
動を開始した「卒論の書き方」作成WGの報告があ
りました。報告では、本学の卒業研究に関する現状
分析、卒業論文をどのように進めるかの指導の必要
性が指摘され、「卒業論文の書き方」ではなく「卒
業研究ガイド」を作成することになった経緯が説明
され、「卒業研究ガイド」の目次（案）が提示さ
れ、2011年度末に完成を目指しているとのことでし
た。長井先生から、Own Teacher制度として採用し
た教育アドバイザーに関する学生のアンケートに関
する報告がありました。中島先生から2011年10月に
米国ペンシルバニア州フィラデルフィアで開催され
たEDUCAUSE2011に参加した報告がありました。
報告ではEDUCAUSEの組織についての説明があ
り、今年の特徴としては「クラウドコンピューティ

ングなどの活用によるITコストの削減」、「スマー
トデバイスの活用」、「電子テキストの利用」が中
心的な話題であったことが示されました。藤井先生
から2011年度から新設された学習者適応型eラーニ
ング科目である「キャリアデザインIII」について報
告がありました。この科目は、SPIや一般常識につ
いて問題を解いていくもので、今年度は3年生の後
期に選択として実施されました。2011年に実施され
たSPI試験では、ここ数年の中では良い結果が得ら
れ、この科目の効果があったことが報告されまし
た。情報メディア学科3年生の藤根君から、「キャ
リアデザインIII」の機能の一つであるソーシャル型
学習システム（アクティブボード）の開発に関わっ
た経験から、このシステムの概要や工夫した点やこ
の開発を通じて自分の得意な面、不得意な面が再発
見できたことなどの報告がありました。最後に、学
生FD委員会のメンバーである情報メディア学科3年
生の知久君から、合同ゼミ説明会、じゃべり報大、
外部の学生FD関連イベントへの参加などについての
報告がありました。
　2011年度は、CANVASを利用してPDCAに基づい
た授業改善活動が本格的に開始しました。第1部の
講演では、本学にとっても重要な課題である「いか
に学生のやる気をださせるか」についての貴重なヒ
ントがいただけたのではないでしょうか。第2部の
報告では、学生がFD活動に参加しつつある状況が確
認できました。今回のFDフォーラムのテーマである
「教職員と学生の協働で変える大学の未来」の第１
歩としたいものです。

5

「キャリアデザインⅢ」開発メンバーの報告 学生FDの報告



教育GPの現地調査の報告

全学教務・FD委員会　委員長　富士　隆

教育GPとは？
　文部科学省の「質の高い大学教育推進プログラム
（教育GP）」は、大学設置基準の改正等への積極的
な対応を前提に、大学等から申請された、教育の質
の向上につながる教育取組の中から特に優れたもの
を選定し、広く社会に情報提供するとともに、重点
的な財政支援を行うことにより、我が国全体として
の高等教育の質保障、国際競争力の強化に資するこ
とを目的にしたものです。

　本学は、平成20年度に「ICTによる自律的FD推進
モデルの構築」という取組名称で申請し、全国939
件の申請の中から、本学を含む148件（16.8%）の取
り組みが採択されました。

教育GPの現地調査とは？
　現地調査の目的は、教育GPの目的を踏まえ、各大
学等の取組の実施状況等を調査し、優れた取組を広
く社会に情報提供することにより、財政支援期間終
了後の取組の持続的展開やその水準の一層の向上、
及び今後の我が国の更なる高等教育の質の向上や国
際競争力の強化に資することにあると記されていま
す。

　今回の調査の対象は、平成20年度教育GPに選定さ
れた取組148件について、3年間の財政支援終了後の
翌年度である平成23年度に状況調査が行われまし
た。
　具体的には、本学を含む148件の取組に対して書
面審査が行われ、大学では14件の取組が「特に優れ
ており波及効果が見込まれる取組」として現地調査
が行われました。本学の「ICTによる自律的FD推進
モデルの構築」の取組は、その14件に選定され、平
成23年9月22日（木）に現地調査を受けました。

他にどんな取り組みが対象となったか？
　「特に優れており波及効果が見込まれる取組」と
して現地調査の対象になった14校は、次の通りで
す。（文科省の発表順）
　筑波大学：筑波スタンダードに基づく教養教育の

再構築

　長岡技術科学大学：UDに立脚した工学基礎教育
の再構築

　島根大学：「環境寺子屋」による工学基礎教育の
再構築

　岐阜薬科大学：創薬学士力養成プログラム
　立教大学：ビジネスリーダーシップ・プログラム
　金沢工業大学：全入時代における「個」に対する

数理教育
　千葉大学：高度ビジュアル化による化学実験教育
　東京大学：PISA対応の討議力養成プログラムの開発
　東京工業大学：新入生科目「機械工学系リテラシ

ー」の革新
　長崎大学：地域医療人育成プラットホームの構築
　大分大学：学問探検ゼミを核とした高大接続教育
　北海道情報大学：ICTによる自律的FD推進モデル

の構築
　関西国際大学：初年次サービスラーニングの取組
　福岡県立大学：不登校・ひきこもりの援助力養成

教育

現地調査の実施内容は？
　次のような流れで、当日の現地調査が行われまし
た。

　①　取組担当者からのヒアリング・質疑応答
　②　学生との面談
　③　教育現場・学習環境の視察
　④　講評

　当日は、長谷川学長、取組担当者の冨士副学長、
WGリーダーの谷川教授、山北教授、藤井教授、近
藤事務局長、木田教務課長の教職員と7名の学生が
出席し、対応しました。

現地調査の結果は？
　現地調査の結果の主な内容は、次の通りです。

●取組の概要
　教員の教育活動をＰＤＣＡサイクルに基づいて実
施することにより教員の授業改善を行うことを目的
に、授業改善のためのＰＤＣＡサイクルを半自動化
する自律的ＦＤ推進モデルおよびそのモデルに基づ
く支援システム（ＣＡＮＶＡＳ）を開発する。最終
年度には、ＣＡＮＶＡＳを全教員で試行し、プロジ
ェクト終了後の本格的な運用の準備を整える。
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●取組の特徴
　ＰＤＣＡサイクルを半自動化する自立的ＦＤ推進
モデルを構築し、すべての教員が日々の教育活動の
中で授業改善の支援を受けることができるＦＤ支援
システム「ＣＡＮＶＡＳ」を開発し、活用してい
る。
　授業改善のための情報を共有し、ＰＤＣＡサイク
ルを組織的に回すため（主に教員向け）に「ＣＡＮ
ＶＡＳ」を利用し、ＩＣＴを利用した授業そのもの
の支援（主に学生向け）には、学習者適応型
e-learning システム「ＰＯＬＩＴＥ」（平成１７年
度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」）を活
用している。

●取組の成果
　全教員が「ＣＡＮＶＡＳ」を利用して、ピアレビ
ュー、授業改善計画およびシラバスの作成を行っ
た。
　学生ＦＤ委員会の一員として参加した学生たちが
一定の役割を果たし、大学の教育改善に参加してい
ることは評価に値する。
　授業でのＩＣＴ活用形態の当面の目標を、「ＰＯ
ＬＩＴＥ」等を活用した教材の提示、小テスト、課
題などと設定したところ、その活用レベルに達した
教員が平成２０年４月は５％であったのに対し、平
成２３年９月の調査では５２％にまで上がった。

●大学等の教育への波及効果
　ＣＡＮＶＡＳシステムを利用することにより、す
べての教員が録画された自らの授業を授業後に振り
返ることが可能であり、授業改善に大きく寄与する
ことが可能である。
　課題ごとにワーキンググループを構成し、リーダ
ーを中心として、各学科から委員を出す方式によ
り、多くの教員にプロジェクトの中で役割を与え、
参画意識を持たせる方式は、一部の教員だけが参加
することを回避し、自学の教育についての現状認識
や危機意識の共有などを持たせることが可能であ
り、他大学等の参考となる方式である。
　ＩＣＴの利活用の仕方により、教員個人として
も、大学としても問題を改善・解決できる可能性が
あるということについて、他学にとっての良き事例
となる。

●その他特筆すべき事項
　「ＣＡＮＶＡＳ」を利用したＰＤＣＡサイクルを
実施していない教員へのフォローを継続して行い、
改善していくことが望まれる。
　学習成果をどのように確認していくのかが、今後
の課題であり、また、学生のフルe-learning等の活用
度に個人差が見られるため、その存在の周知、活用
方法等についてより積極的に広報していくことが望
まれる。
　授業評価アンケートのとりまとめ結果など、学生
に対するフィードバックの方法を改善していくこと
が望まれる。

　これらの内容は、次のURLで情報公開されていま
す。

・文部科学省掲載アドレス；
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/g
p/program/1314197.htm
・日本学術振興会掲載アドレス；
http://www.jsps.go.jp/j-goodpractice/kekkahoukok
u.html

現地調査を受けて？
　「ICTによる自律的FD推進モデルの構築」によっ
てFD支援システムが実現し、学生による授業評価ア
ンケート、ピアレビュー制度、GPA制度、コンピテ
ンシーに基づくカリキュラム編成等の制度も整備が
進められています。今後の課題は、これらをいかに
各教員が授業改善のために活用し、学生の学習成果
に結び付けていくことではないでしょうか。
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ＥＤＵＣＡＵＳＥ２０１１参加報告

システム情報学科　中島　潤

　米国にはICTの戦略的な利用を推進することによ
り高等教育機関を高度化することをミッションにし
た「EDCAUSE」という非営利団体があり、毎年大
規模な年次総会を開いています。EDUCAUSE年次
大会には、この数年間毎年数名づつの教員が本学か
ら参加していますが、今回は私が指名され、1名の
みで参加してきましたので、その様子を簡単に報告
したいと思います。
　EDUCAUSEについては既にご存じの方も多いと
思いますが、「情報技術の効果的な活用を後押しす
ることで、高等教育の発展に寄与する」ことを目的
に、米国を中心とする博士課程を持つ総合大学から
コミュニティ・カレッジまでの広い範囲の校種の大
半が加盟している団体です。法人会員は、2200以上
（うち米国2048、カナダ97）のカレッジや総合大学
などの種々の機関にまたがり、約250の企業会員を
含み、参加している個人メンバーは17,000人以上と
のことです。いわゆる学会とは異なり、教員や研究
者ばかりでなく、大学の経営陣、コンピューティン
グセンターのスタッフ、教育開発部門、図書館司
書、教員・研究者など様々な職種にわたっているの
が特徴と言えるでしょう。このように、EDUCAUSE

はICT教育の情報交換の拠点であると同時に、高等
教育の種々の部門の人々のコミュニティともなって
います。今現在、EDUCAUSEには、日本からも、
京都大、九州大、名古屋大、大阪大、放送大などと
いう日本を代表するような大学の中に情報大も名を
連ね、全9大学が加盟しています。
　私が参加して来たのは,年に一度開催される年次総
会で、2011年10月18日から21日までの4日間、米国
ペンシルバニア州のフィラデルフィアで開催されま
した。フィラデルフィアは、約130km北東にニュー
ヨーク、200km南西にワシントンDCという場所にあ
り、世界遺産でもある独立記念館や自由の鐘で有名
な、米国で最も古い街の一つで、人口約152万の全
米第5位の大都市です。
　会場のペンシルバニアコンベンションセンター
は、会場の端から端まで徒歩で10分はかかるような
巨大施設ですが、その大半を大会のために利用され
ていました。今年度の大会参加者は、主催者発表に
よると、会議参加登録者約4700名、展示会の入場登
録者約8000名を集める大規模なものでした。日本か
らも約15大学、3企業が参加し、総勢約50名位が来
ていました。
　EDUCAUSE年次大会は、「専門家能力開発の機
会」の一つと位置付けられているそうですが、ここ
での専門家には、ITエンジニアだけでなく、学長・
副学長、理事などの大学経営者層、事務職員、技術
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職員、図書館職員、教員や研究者などの各種の専門
家など、広い範囲の職種の人が含まれます。 実際か
なりの数のCIO（Chief　Information Officer）クラ
スの役員が多数参加しに来ており、参加登録者の名
簿を見ると、CIOとSr. IT Leaderだけで 863名も全
米から集まって来ることが驚きですし、それだけ教
育へのICT活用に米国の大学の経営者層が大変大き
な関心をもっているという現れだと思います。
　大会では、3つの基調講演、2 0の主要講演
（Featured Sessions）、250を超える一般講演の
他、ショートトーク（Lightning Rounds）、小グル
ープでの情報交換（Birds-of-a-Feather Sessions）、
ラウンドテーブル、ポスターセッション、セミナ
ー、ワークショップ、それに360以上の企業展示ブ
ース、デモ、などが企画されていました。一般講演
は、教育と学習、大学経営、e-研究やe-学習、ITと
リーダーシップの役割、大学業務システム、ポリシ
ー、サイバーセキュリティ、職能開発、認証管理、
などテーマが多岐にわたっています。
　EDUCAUSEの年次大会の参加は初めてでしたの
で、例年との比較こそ出来ませんでしたが、私が感
じたところでは特に、①ICTコストの削減、②スマ
ートデバイス、③eTextbook・デジタル教科書、に
関心が集まっていたと思います。①に関しては、キ
ャンパスクラウドを構築しコスト削減を実現した成
功事例を中心に、キャンパスクラウドを支えるハイ
ブリッドクラウド、インフラ構造改革、大学の競争
力を高めるクラウドへの道　など、多くの大学が抱
える共通の課題である「経営力強化」や「教育・研
究の向上による競争力強化」などに対応するための
クラウド導入の戦略、学内での懸念点やそれに対す
る対応、クラウドのメリット、導入時に検討すべき
点、などのセッションに参加者が多かったようでし
た。また、大学の事務情報化、情報系職員のキャリ

アパス、ソフトウェアライセンスの契約・管理等に
ついても、率直な意見交換や情報交換がなされてい
ました。
　②に関しては、iPadなどのスマートデバイスを教
育現場で活用するための環境構築の一貫としてのス
マートデバイス用LMS（Learning Management 
System）構築事例や、教材作成サービスなどの講演
が多かったようです。また③に関しては、OCW
（Open Course Ware）やソーシャルラーニングプ
ラットフォーム,オープンソーステキスト,ePubを含
め、デジタルテキストの制作、出版、公開、著作権
問題など、テキストの電子化に関わる問題に関心が
集まっていた様子でした。
　会場では、参加者の大半がスマートデバイスやノ
ートPCを手にし、Twitterで「このセッション面白
い」「もう会場満杯です」「この発言をRT（Re 
tweet）」などと情報交換したり、主催者からの連
絡事項もTwitterで流れてくるなど、会場は先進的
な国際会議の雰囲気に包まれていました。学会の堅
苦しい雰囲気とはまた異なり、参加者への暖かい歓
迎の気風に溢れ、情報資源、知識、ノウハウや環境
など、あらゆる面での組織間の協力関係や情報交換
が重要であるということが信念であるように見えま
したし、しかも米国国内に留まらず、どの国の人々
に対してもオープンであることが,よくわかりまし
た。
　誌面の都合により、全てをここで報告するこは出
来ませんが、今回、EDUCAUSE年次大会に参加す
る機会を与えていただき、本学における教育への
ICT活用を考える時にヒントになりそうなアイデア
を沢山見つけてきましたので、近い将来のいつか、
実際に情報大で役立てて行きたいと考えておりま
す。
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平成２３年度「学生満足度調査」概要

学生部長　梅津　真

　昨年（2011年）、点検評価委員会の「中期目標・中
期計画・平成23年度計画」の一環として満足度調査
委員会が起ち上げられ、9 月20 日から10 月7 日にか
けて、9年ぶりに本格的な「学生満足度調査」が実
施されました。調査対象は本学学部生（1年～4年
生）と大学院生（修士課程1年～2年生）で、調査方
法は実習室を使用する授業および自宅のパソコンな
どにより、Web上のアンケートに回答してもらう形
をとりました。本調査は、本学の学生が教育内容や
学生生活全般にわたってどのような意見や要望を持
っているかを正確に把握することを第一義とし、デ
ータは今後の教育内容の充実、学生サービスの向上
に役立てるための基礎資料になります。有効サンプ
ル数は以下の通りですが、回答率が約50％で、前回
（73.1%）よりかなり低めだったことは、アンケー
トの周知徹底度、各教員の協力体制が不十分だった
ということで、今後に課題を残しました。

　アンケートの内容は、大まかに「入学に関し
て」、「教務関係」、「教育施設」、「厚生施
設」、「学生生活全般」の5項目（質問項目は全部
で51）に区分され、最初の「入学に関して」は必須

回答にしました。詳細については「平成23 年度学生
満足度調査報告書」という形でWeb 上に公開されて
いますので、そちらをご覧頂くとして、ここでは特
に目についた点だけ指摘したいと思います。
　最初の質問「北海道情報大学に入学して良かった
ですか」に関しては、「大変満足している」と「満
足している」を合計したパーセンテージ（＝肯定的
評価）が72％に達し（グラフ1 参照）、前回（平成
14 年度）の満足度を尋ねた項目（「あなたは全般的
にみて、現在在籍している学部・学科に満足してい
ますか」）の42.7％と比べると約30ポイント上昇し
ています。

　学科別に見るならば、先端経営が65.6%、システ
ム情報が71.6%、医療情報が71.3%、情報メディア学
科メディアデザイン専攻が69.9%、同メディアテク
ノロジー専攻が76.3%で、先端経営とメディアテク
ノロジー専攻の間には10ポイント以上の開きがあり
ました（グラフ2参照）。学年別では1年生が78.9%
と最も高く、2年生が67.7%、3年生が68.4%、4年生
が72.4%で、1年生と2年生では11.2 ポイントの差があ
りました。
　この他、紙数の関係でここでは紹介出来ません
が、「教務関係」、「教育施設」、「厚生施設」、
「学生生活全般」などの項目も肯定的評価が70～80
％の高率に達しており、満足度調査委員一同ホッと
胸をなでおろした次第です。またサンプル数は少な
かったものの、大学院の満足度が非常に高く、その
充実ぶりが窺われました。もちろん不満な点を具体
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全体
先端経営学科
システム情報学科
医療情報学科
情報メディア学科
メディアデザイン専攻
情報メディア学科

メディアテクノロジー専攻
大学院

回答数
753
102
197
139

123

184

8

・所属別

全体
1 年
2 年
3 年
4 年

修士１年
修士２年

回答数
753
209
288
133
116
5
2

・学年別

全体
男性
女性

回答数
753
618
135

・性別

 【グラフ 1】 
質問 1 ：あなたは北海道情報大学に入学して良かったですか。 

大変満足している
9%

満足している
63%

不満である
22%

非常に不満である
6%

標本数753



的に書いてもらった自由記述を見ると、改善すべき
点はまだたくさんありますが、全体的な満足度は格
段に向上しており、これは各教職員がこれまで努力
して来たことの成果と見なしていいと思います。ま
た設備面でeDC タワーが出来たことも大きなプラス
要因になったと考えられます。
　カリキュラムに関しては、教養科目に対しては
77%、専門科目に対しては79%という肯定的評価が
得られました。ただ講義を聴く上で自分の力が足り
ないと感じている学生が81%に上り、大学院生を除
いて学力低下が懸念される数字となりました。学部
生の一週間単位の自学習時間を見ると、0時間が18.7
％、1～10 時間が73.7％となっています（グラフ3参
照）。一年生だけに限って見れば、0時間が26.5％、
1～10 時間が68.1％になります。因みに2012 年2月16 
日付の「日米の大学1年生の学習時間」の記事（朝
日新聞）によれば、0時間の学生が日本では9.7％、
アメリカは0.3％、1～10 時間が日本は75.5％、アメ
リカは41.3％ですから、その差は歴然たるものがあ
ります。逆に言えば、一週間に10時間以上自学習す
る学生（1年生）がアメリカでは58.4％いるのに対
し、日本では14.8％、本学では5.4％しかいないとい
うことになります。アメリカの学生に比べて、日本
の学生がなぜ、これほどまでに勉強しなくなったの
かという原因分析はさておき、学習習慣のない学生
をいかにして「勉学」に向かわせ、国際的に通用す

る「学士力」を養成すべきか、という難題を突き付
けられた格好です。

　自由記述には様々な不平・不満が見られますが、
全体的満足度は「優」に近い「良」のレベルと見て
良さそうです。詳細を知りたい方は報告書に目を通
して頂ければ幸いです。最後に、膨大な量のデータ
処理を引き受けてくれた黒田学君と高橋基君の両
名、ならびにその指導に当たってくださった中島潤
先生に、この場を借りてお礼申し上げます。
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【グラフ 2】 
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【グラフ 3】

質問 10 ：1 週間単位の自学習の時間はどれくらいですか。 
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全学教務・FD委員会　WG5　サイモン・ソーラ
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学生FD活動　－学生による全学ゼミ説明会―

医療情報学科　教授　上杉　正人

　本学では3年生になると各専門教員のゼミに配属
される。これは大学生として2年間の勉学を元にさ
らに自己に磨きをかける重要な場であり、ゼミの教
員がどのような人物であるかはもちろん、どのよう
な先輩が所属しているかなども大事なゼミ決定要因
になる。
　医療情報学科は2006年に新設された学科でゼミの
歴史はまだ3年程度と浅く、ゼミの決定は試行錯誤
してきた。当初ゼミの決定は、各教員からのゼミ紹
介や配布資料、それに各教員の研究室訪問により面
談を行い、学生はいろいろゼミに関して情報取集し
たうえで希望ゼミを第7候補まで出し、最終的に成
績順で決定されていた。しかしこの決定方法では成
績上位の一部の学生のみが希望のゼミに行けるだけ
で、ほかの大多数の学生には不満が多い決定方法で
あった。そこで翌年のゼミ決定方法は、希望ゼミを
学生や教員にオープンにする方法である。廊下にホ
ワイトボードを設置し、各自が希望するゼミ欄に氏
名を書くというものである。学生が集中するゼミで
は、希望学生の中で話し合いを行い同意の上で第2
希望のゼミに移動する。これにより学生全体のゼミ
決定の満足度は当初に比べ向上した。しかし学生の
ゼミ決定の行動としては、2年生の時に授業を持つ
教員にどうしても集中し、講義を持っていないあま
り知られていない教員には学生の希望が少ない傾向
が見られた。さらにゼミもこれまで3年が経過して
ある程度そのゼミの雰囲気、ゼミの方法や目的が固
定してくると学生側からいろいろな要望も聞かれる
ようになった。本学科は道内の大学で唯一診療情報
管理士を取得可能な大学であり、また医療と情報を
柱とした教育を行っていることから医療情報技師の
資格取得などに力を入れている。こうした資格取得
対策が主体のゼミがあったり、卒業論文の指導につ
いての不満が聞かれたり、あるいはゼミの実施に対
して格差があったり、様々な意見が学生から上がっ
ていた。こうした問題やゼミの特徴をゼミの選択前
に知ってゼミを選ぶことができないか、その当時医
療情報学科の学生FD担当の井内君と土井君がいろい
ろと検討した。彼らは各ゼミの雰囲気や運営方法を
先輩から後輩に伝える機会を作ってはどうかと発案
した。そして実際にゼミ説明会を企画実行した。

 

　
　これまでの教員からの一方的な説明では、ゼミの
テーマや研究の概要は理解できたとしても、ゼミの
運営方法や雰囲気は理解できない。また、そのゼミ
にどのような先輩がいて、どのようなテーマの研究
を行っているのか知ることができない。そこで先輩
から後輩に直接ゼミの雰囲気や特徴などを細かく聴
ける場－ゼミ説明会－を開催することにした。
　2011年1月に医療情報学科のみで最初のゼミ説明
会が開催された。この説明会のルールは、事実を率
直に説明すること、他ゼミの誹謗中傷はしないこと
であった。各ゼミの代表者は各教室（１ゼミ１教
室）に分かれ、2年生が興味あるゼミの教室を訪問
する形態をとった。このとき集まった学生は24名
で、一つのゼミについて15分の説明を受けることが
でき、最大4つのゼミの説明を聞くことができた。
説明会後に参加者全員から集められたアンケートに
は、先輩からゼミの話が直接聞けたこと、全部のゼ
ミの話を聞きたかったことなどがあげられゼミ説明
会は大変好評であった。この効果として、ゼミの希
望者数もゼミ間である程度均等化され、希望学生の
多いゼミから他のゼミへの移動もスムーズに行われ
た。
　本学は全校生約1,500名程度の小規模な大学である
が、学生間の交流はそれほど多くなく先輩が後輩に
何かを具体的に説明する場は非常に少ないように感
じている。そこで今年度はゼミ説明会を全学的な取
り組みとして学生FDが取り組み、先輩から後輩にゼ
ミの様子を伝える場を作った。ゼミ説明会の日程は
2011年12月22日から本年1月26日まで毎週木曜の３

医療情報学科学生FDの井内君（左）と土井君
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講時に情報メディア、医療情報、先端経営、システ
ム情報がそれぞれ開いた。各説明会への参加者数お
よびアンケートによる調査結果の一部を表に示す。
　参加者数は今年2回目となる医療情報学科が47
名、学科学生数の65.3％が集まった。また、情報メ
ディア学部は学生数の約半分の101名が集まった。
先端経営とシステム情報の両学科は後期試験の週と
その前の週であったため参加人数は3割前後とふる
わなかった。開催時期についてはもう少し検討する
必要がある。
　ゼミ説明会終了時に行ったアンケート調査では、
「ほしい情報を得られたか」という質問に9割以上
の学生が「はい」と答えている。また、「ゼミ決定
の際に役に立つか」という質問に医療情報学科以外
の学科では全員が「はい」と答えている。このアン
ケート調査結果から参加した学生のゼミ説明会への
満足度が高いことを示している。

　ゼミ説明会は先輩が後輩にゼミの内容を伝えるだ
けでなく、他にもゼミ説明会のメリットが存在し
た。自分のゼミを紹介するために先輩ら自らが準備
をしてゼミ説明会に向けて取り組んだ。あらためて
自分のゼミの特徴やゼミ運営方法などを見つめ直す
機会ではなかったのではないだろうか。

　学生FD活動は学生の立場から授業改善について考
える活動であるが、何気ない普段の疑問から出発す
ることは重要である。ゼミはどうやって決めるの？
　という疑問から始まりゼミ説明会が企画された。
そこで先輩から説明を受けて希望するゼミを決め
る。この一連の流れがゼミへの学生のモチベーショ
ンの向上に繋がり、ゼミ自体の活性化にも繋がると
考えられる。直接的に授業を改善するという活動で
はないが、学生のモチベーションが向上することは
ゼミの活性化や改善に繋がるはずである。
　次回はゼミ説明会の開催時期をゼミ決定時期に合
わせながら日程を調整して多くの学生が参加できる
場にしていきたい。また、先輩から後輩に情報を伝
える場としてより効果的に伝える技術も学生に学ぶ
場としても意義があると考える。本学は学生が1500
名程度の比較的小規模の大学であるが、こうした取
り組みができるのは小規模校だからこそできると考
える。マンモス校ではなかなか上手くいかないであ
ろう。説明会の準備に際して学生FDメンバーは本当
に大変だったと思うが、多くの学生が参加してくれ
たこととアンケートの評価が良かったことが今後の
彼らの活動にプラスに働くに違いない。これからも
授業改善のためのいろいろな企画を立て、継続した
学生FD活動を彼らに期待したい。学生FDメンバー
の高いモチベーションが広く学生に伝わり、結果と
して授業への関心やモチベーションの向上、そして
授業の変化・改善に繋がっていくことを願っている。

学科名

情報メディア
医療情報
先端経営

システム情報

学生数

205
72
72
143

参加者数

101（49.0％）
47（65.3%）
23（31.9％）
34（23.8％）

アンケート
回収率
75.0％
66.0%
69.6％
91.2％

ゼミ説明会に参加して、
欲しい情報を得られたか

97.2％
93.5％
93.8％
93.5％

今回のゼミ説明会は
ゼミ決定の際に役立つか

100％
93.5％
100％
100％

ゼミ説明会風景

情報メディアのゼミ説明会準備風景
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「教育ＧＰ」の時代から多角的かつ精力的に行われてきたFD活動も、安定した活動に移行してきた感がありま
す。私が関係するGPAも軌道に乗ってきて、当面は完成年度に向けてデータを蓄積しているところです。
安定してきたといえども、FD活動は進化し続けるわけで、今後も逐次発展して行くことでしょう。皆さんと力
を合わせ少しでも良い大学にしていきたいと思っております。

WG3リーダー　豊田　規人

編 集 後 記

ＦＤ活動　行事（実績）（平成23年度後期・平成24年度前期）

日　　程 行　　　　事
国際会議　EDUCAUSE 2011　参加　

米国　ペンシルベニア州　フィラデルフィア

2011年度第2回新任教員研修会

学生ＦＤ　情報メディア学科の合同ゼミ説明会

平成２３年度　後期授業評価アンケートの実施

平成２３年度 「学生が選ぶ教え上手な先生」の投票

学生ＦＤ　医療情報学科の合同ゼミ説明会

学生ＦＤ　先端経営学科の合同ゼミ説明会

学生ＦＤ　システム情報学科の合同ゼミ説明会

第１回054Time！（おこしタイム）～学生交流会in札大～　学生参加

2011年度北海道情報大学FDフォーラム

ＩＣＴ研修会（ＣＡＮＶＡＳ）（予定）

2012年度第1回新任教員研修会（予定）

10月18日（火）

　　～10月21日（金）

12月1日（木）

12月22日（木）

1月10日（火）　

  ～1月30日（月）

1月12日（木）

1月19日（木）

1月26日（木）

2月11日（土）

3月2日（金）

4月19日（木）

4月26日（木）

ＦＤ委員会ＷＧの活動実績（平成23年度後期）

ＷＧ名 月例ミーティング等
10/26（水）、11/30（水）、12/21（水）、1/25（水）、

2/29（水）、3/28（水）

11/11（金）、2/22（水）

10/6（木）、11/24（木）

10/18（火）

11/1（金）

11/17（金）、1/24（木）

12/16（金）

1/11（水）、2/8（水）、3/23（金）

2/14（火）、2/24（金）

10/11（火）､10/25（火）､2/23（木）､3/13（火）､

3/21（水）

1/19（木）、2/9（木）、2/24（金）、3/12（月）、3/26（月）

全学教務・ＦＤ委員会

ＷＧ１（学生による授業評価アンケート）

ＷＧ１（学生FDの活動）

ＷＧ２（ピアレビュー制度の導入）

ＷＧ３（GPAとコンピテンシーの導入）

ＷＧ５（イベント・教育活動支援情報の企画）

ＷＧ９（Own Teacher制度の導入）

学生ＦＤとの連絡会議

スタートアッププログラム小委員会

卒論の書き方作成ＷＧ

iPad（タブレットPC）導入検討ＷＧ


